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事例 NO.６  

事業の種類 道路・街路 

環境配慮の 

 概要 
植樹帯の設置 

事 業 名      都市計画道路 城町中之町線 街路事業 

事 業 主 体      広島県（担当機関：尾三地域事務所建設局都市建設課） 

実 施 場 所      広島県三原市中之町 

実 施 期 間      平成８年度～平成１４年度 

全体事業費 約３，８８８百万円 

施工区間等 延長Ｌ＝０．９ｋｍ，幅員Ｗ＝１８ｍ，車線数２車線 
事

業

概

要 
 事業の目的 

   ・経緯等 

狭隘で歩道もなく，大型車等の離合時には歩行者・自転車の通行に多大な支障を

来していた現道を改良して道路幅員を広くするとともに，歩道を設けることによ

り，交通の円滑化と通勤通学等の安全性を向上させ，都市機能の増進を図る。 

環

境

配

慮

の

内

容 

◆工法等 

・沿道環境に配慮し，植物による二酸化炭素の吸収，ヒートアイランド現象の緩和に資するため，

植樹帯を設置した。 

施

工

後

の

状

況 

◆効果 

・植樹帯の設置により，歩行者がみだりに車道を横断することが少なくなった。 

・歩道を設置したことにより，徒歩・自転車による小・中・高等学校への通学者の安全性が向上

した。 

・交通混雑が解消された。 

・道路景観が向上した。 

留

意

点

等 

・施工後，適切な維持管理が必要である。 
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（図面，写真，説明） 

 

 

 

 
 

【施工後の状況（植樹帯の設置）】 

 

 

 

 
 

【施工後の状況（植樹帯の設置）】 
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